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　　　　　夢をかたちに
2008～2009年度
国際ロータリー会長
李　東建（Ｄ.Ｋ.Ｌｅｅ)

欠席者　佐野君、鈴木（郁）君、諏訪部（照）君、野口君、
　　　　前田（啓）君、柳田君
　　　　（石井（良）君、鈴木（敏）君、米山君）

出席報告

司 会

ﾛｰ ﾀ ﾘ ｰ ｿ ﾝ ｸ ﾞ

森崎祐治君

会長挨拶 　副会長　岩崎守幸君

｢それでこそロータリー」
指揮　前田房江君

出席総数

前々回 44/54 81.48% 51/54 94.44%
41/50 82.00% 54名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

広重版画より　三島　朝霧

第1773回例会 2008.12.18晴

新しい世紀に踏み込んだ民主国家へ邁進する台湾では、あ
わただしい政局、そして世界的金融危機で大変に国民の不
安が募っています。
この度は朋友と会い、嘆きの聞き役になりました。日本人と共
に50年間一緒になり、お互い日本の内地人も台湾の本島人
も皆が挙国一致で団結していた。特に農業時代だった頃台
湾の農民は重ねる苦労があっても、辛抱して来ました。職場
や学校、お祭り等のイベントで日本人と一緒になり、日本人か
らいろいろ学んだ。勤勉、正直、節約など人間として価値観を
保ち、生きがいのある人生を教えて貰いました。お互い共に
苦労し、共に朗らかな明るい日々 であった。
終戦直後の総人口は600万人で、そのうち内地人（日本人）
は48万人あまりでした。当時、お互いを内地人、本島人と呼び
合っていました。所謂これが当時のアイデンティティであった
のです。

幹事報告 幹事　井上幸子君

①本日はクラブ協議会です。上半期委員会報告を各委員長
にお願いいたします。
②先週、苗栗東南ロータリークラブ10周年記念式典に出席
なさった会員各位、ご苦労様でした。
③四クラブ合同新年会のお知らせ
　日時：2009年１月13日（火）18：30～
　場所：大仁洋らんパーク（マイクロバスが出ます）
④静岡第２分区ＩＭの開催について
　日時：2009年１月25日（日）
　場所：東レ総合研修センター大ホール
⑤下半期の会費納入の時期になりました。内訳が郵送され
ますので、ご協力ください。

クラブ協議会

Ｓ.Ａ.Ａ. 花房孝光君

１．３ヶ月に１回のテーブル変更も２回を終え来月は３回目となり
ます。
２．開会３分前の声かけ、事前準備等は委員が早めに連携良
く行ってくれています。
会場変更も多い中、無事半期が終わることが出来ました。
今後ともご協力お願い致します。

会員増強維持委員会 委員長　矢岸克行君

折り返し地点を迎え、いよいよ増強に取りかかろうとした矢
先、おもわぬアゲインストの風が吹き出し苦戦をしております。
後期には是非、増強出来るよう頑張ります。



和 気 藹 々

紙面の都合でスマイルは次号に掲載します。
（週報担当：瀬川幸信）

奉仕プロジェクト委員会 委員長　遠藤正幸君

今年度から始まったＣＬＰにむけ会長方針に基づき計画をし
ました。社会奉仕部門は、千葉愼二さんに担当していただき、
8月23日に献血、10月5日会員家族25名で見晴フェスティバル
に参加、10月22日小野さん、千葉さんと遠藤で富士山の植樹
の状況を確認してきました。
職業奉仕部門は、矢野さんに担当していただき、佐々木さん
の富士ウェルネスセンターの職場見学を実施しました。
国際奉仕部門は、野田さんに担当していただき、ＭＩＲＡフェ
アに有志で参加、姉妹クラブの応援で苗栗東南創立10周年
に参加しました。
奉仕プロジェクト委員以外の皆様にも委員会活動に協力し
ていただきありがとうございました。

ロータリー財団米山委員会 委員長　諏訪部敏之君

クラブ管理運営委員会 委員長　遠藤真道君

今年度はＣＬＰ導入により委員会組織が新しくなり戸惑いまし
たが、会員皆様のご協力によりスムーズにプログラムが進行
しております。
出席委員会では修正出席率90％以上を保っておりますの
で、前期は花マルをあげたいと思います。
ホームページ立ち上げの件につきましては、２回ほど打ち合
わせをさせていただき、来月３月にスタート出来るよう東洋印
刷さんが頑張ってくれています。
後期、台湾苗栗ＲＣ38周年記念式典に１名でも多くの参加を
お願いします。

クラブ広報委員会 委員長　勝間田信輔君

平野年度に鈴木郁夫前委員長より地区を通じてロータリー
の友への掲載を推薦していただきましたが、この度採用され
クラブ創立以来、５ページに亘り紹介されました。取材にあた
り多くの会員、ミセス会員の方々に協力を戴きありがとうござ
いました。我がクラブの活動や歴史、会員の人となりが全国ロ
ータリアンに紹介された事は喜びであり、今回に至るまで先
輩ロータリアンの足跡や伝統、クラブの特徴を改めて顧みる
良い機会となりました。掲載記事はデータで保存してあります
ので、広報活動や会員増強、ロータリー情報等でも是非有効
に活用してください。

（１）米山委員会は米山奨学金事業が主な活動です。その
ために会員各位一人当たり年間１万円の寄付をお願いして
おります。今年度前期は26名の方に寄付を頂いております
が、まだの方は、後期には是非の寄付をお願い致します。
（２）ロータリー財団委員会は、寄付協力を次のよう　　　
にお願い致します。
ⅰ．年次寄付：一人年間100ドルの寄付。　　　　
　　前期の会費納入時に22名の方に寄付を頂いており　
　ますが、まだの方は、後期には是非100ドルの寄　　付を
お願い致します。
ⅱ．恒久的基金寄付（ベネファクター）
　　地区目標１名（1000ドル）以上を目指します。
ポリオ撲滅募金活動として、地区目標として一人年間23ドル
の依頼が来ております。赤いポストを受付に置 
いてありますが、例会時に100円づつ入れて戴きますと６ヶ月
で目標を達成致します。ポケットにある小銭を毎回入れて戴
ければ有難く思います。
（３）これまでの活動
ⅰ．９月21日：米山記念館秋季例祭に参加しました。
ⅱ．10月16日：米山記念館で米山奨学生の中国人留学　　
　　　　　 生杜震さんに卓話を戴きました。
ⅲ．11月６日：ロータリ財団アドバイザー曽根眞人様　　　　
　　　により「ロータリー財団について」卓　　　　　　
　話を戴きました。
（４）これからの活動
ⅰ．出来れば、当クラブよりロータリー財団国際親善　　奨学
生の推薦を行いたいので、皆様の周りで、外　　国留学を
希望する学生がおりましたらご相談下さ　　い。21年３月応
募締め切りです。　
ⅱ．見晴学園への奉仕活動または富士山ろくの植林に　　
ついて地区補助金を申請するべきと思います。申　　請日
が次年度の７月になる見込みですので、次年　　度Ｒ財団
委員会に申し継ぐ予定です。

姉妹クラブ委員会 委員長　平野晴生君

【実施した活動】
中学生苗栗派遣事業
９月18日　三島市・清水町の教育委員会に派遣中学　　　
　　　生の選抜を依頼
10月末　　派遣中学生決定：
　　　　　三島市、男子２名・女子２名
　　　　　清水町、女子２名
　　　　　会員子弟(前田啓司会員のお孫さん)男子２名
12月12日　 派遣中学生の情報資料を持参して苗栗ＲＣと打　　
　　　 ち合わせ（研修日程その他）
苗栗との交流事業
12月12日　　苗栗東南ＲＣ創立10周年記念式典に会長以下　
　　　　　11名出席し、友好クラブ再締結の調印
【今後の予定】
１月10日　　派遣中学生第１回オリエンテーション
３月12日　　　　〃　　第２回オリエンテーション
　〃　　　　夜間例会時に派遣中学生壮行会
３月22日　　中学生苗栗派遣７日間
　〃　　　　苗栗ＲＣ創立38周年式典に会員多数で出席
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